
＝
主
な
記
事
＝

新
庄
村
の
四
季
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
…
2
〜
４
面

３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種（
追
加
接
種
）…
５
面

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ま
に
わ
く
ん
時
刻
変
更
に
つ
い
て
…
６
面

お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
面

お
元
気
で
す
か
？
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
…
…
…
９
面

一
般
社
団
法
人
新
庄
村
農
業
公
社
…
…
10
面

社
協
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11
面

小
中
学
校
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
12
面

立
ち
上
が
ろ
う
　み
ん
な
主
役
の
む
ら
お
こ
し

広報

No.481 の里 新庄
■人口動態■
令和４年２月28日現在

（  ）内は先月比
男 ……… 410人(－2）
女 ……… 457人(＋1）
計 ……… 867人(－1）
世帯数 … 385戸(±0）

・令和４年３月18日発行・〒717－0201 岡山県真庭郡新庄村役場総務企画課　☎(0867)56－2626 FAX56－2629・冨士印刷㈲印行
・新庄村のホームページ　http://www.vill.shinjo.okayama.jp/

保育所の子ども達みんなで飾りを作り、
ひなまつりのお祝いをしました

﹃ 

楽
し
い
♪
ひ
な
ま
つ
り 

﹄

﹃ 

楽
し
い
♪
ひ
な
ま
つ
り 

﹄
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新
庄
村
の
四
季

　
　写
真
コ
ン
テ
ス
ト

○【特選】『新庄っ子の影遊び
　　　　　　　～ふるさとを歩く～』

臼井　幸（新庄村）

◆講評　まだ、キリリとした冷たさを残す早春の空気
の中で、春の命そのもののような子供たちが、思い思
いのポーズで躍動しています。楽しく喜びに満ちた演
出スナップです。

○【特選】『登校』

岩佐　順弘（新庄村）

◆講評　こんな平和な輝きに満ちた登校風景が、現代の
日本に生きているという驚きを覚えます。永遠に残って
欲しい平和の象徴のような１カットです。

令和３年度○︻
グ
ラ
ン
プ
リ
︼
﹃
我
が
家
の
米
旨
い
で
! !
﹄

坂
本

　仁
美
︵
新
庄
村
︶

◆講評　人生に年期が入るほど、米作りに新しい意欲が湧いてくる。そんな主人
公の気慨が伝わってくる表情、身のこなし。ぐっと圧縮された稲束のボリューム
感あふれる描写に迫力を感じます。何気ない暮らしの日常に「晴れ」の気が満ち
た一時なのでしょうね。ストレートフォトの魅力。

○
特
選
﹃
は
る
だ
よ
・
は
る
だ
よ
﹄

池
田

　和
子
︵
新
庄
村
︶

◆
講
評

　神
社
の
参
道
沿
い
に
、
ま
る
で
祭
り
の
列
の
よ
う
に

立
ち
並
ぶ
つ
く
し
の
行
列
。
こ
の
時
を
待
っ
て
い
た
命
の
歓
喜
が

ま
っ
す
ぐ
に
現
れ
て
い
ま
す
ね
。
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
身
を
か

が
め
て
見
つ
め
て
い
る
、
作
者
の
目
と
心
の
輝
き
が
感
じ
ら
れ
る

作
品
で
す
。

「
郵
送
部
門
」

今年は郵送部門とインスタグラム部門の２部門で開催いたしました
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◆
入
選
﹃
憩
い
の
場
所
﹄

小
川

　将
吾
︵
新
見
市
︶

◆
講
評

　﹁
夜
桜
﹂
に
華
を
持
た
せ
な
が
ら
今
に
活

か
さ
れ
て
い
る
旧
家
の
佇
ま
い
を
、
端
正
に
、
味
わ

い
深
く
描
き
出
し
て
い
る
魅
力
あ
る
一
枚
で
す
。
光

の
扱
い
が
魅
力
で
す
。

◆
入
選
﹃
夕
ぐ
れ
の
カ
モ
達
﹄

西
村

　和
仁
︵
新
庄
村
︶

◆
講
評

　流
れ
の
速
い
渓
流
の
中
に
、
ほ
っ
と
一
息

つ
け
る
淵
が
あ
り
、
カ
モ
の
家
族
が
憩
う
場
に
な
っ

て
い
る
。
お
話
の
よ
う
な
一
場
面
が
夕
刻
の
や
わ
ら

か
な
光
の
中
に
描
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
心
や
わ
ら

ぐ
作
品
で
す
。

◆講評　よく目配りと心配りの行き届いたス
ナップ作品です。花に劣らぬ桜の紅葉、美し
さだけでも「絵」になる情景に自転車に乗る
少女2人を配した作品性の高さは、今回の応
募作品の中でも抜きん出ています。

◆
入
選
﹃
桜
紅
葉
の
下
で
﹄

木
浦

　正
夫
︵
真
庭
市
︶

◆講評　みごとなフジバカマの花群に悠々と
憩うのアサギマダラ。新庄村の自然の豊かさ
をさり気なくアピールする１枚です。

◆
入
選
﹃
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
来
村
﹄

臼
井

　崇
来
人
︵
新
庄
村
︶

◆講評　民話の世界ですね。極端に少ない色
情報で、背後の山並まで美しいグラデーショ
ンを描いてみごとに構成されています。

◆
入
選
﹃
冬
の
里
山
﹄寺

崎

　賢
︵
早
島
町
︶

◆講評　女滝はよく題材にされますがこの高
みからの画面はとても新鮮に映ります。滝つ
ぼの静謐さが周囲を覆う雪によって際立って
います。青草、木の枝なども画面を引き締め
る効果を担っています。

◆
入
選
﹃
女
滝
の
冬
﹄

石
井

　貴
志
︵
岡
山
市
︶



　
２
月
21
日
（
月
）
新
庄
村
創
生
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
「
第
15
回
新
庄
村

の
四
季
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
審
査
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
年
は
郵
送
部
門
と
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
部

門
の
２
部
門
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
郵
送
部

門
で
は
42
点
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
部
門
で
は

27
点
の
応
募
が
あ
り
、
写
真
家
森
本
二
太
郎

先
生
を
中
心
に
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
写
真
に
て
紹
介

し
ま
す
。
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◇
森
本
先
生
の
総
評

　困
難
な
世
情
の
下
、
村
を
訪
れ
て
く
だ

さ
る
方
も
決
し
て
多
く
は
な
い
中
で
温
か

い
思
い
の
こ
も
っ
た
写
真
、
作
品
を
お
寄

せ
て
下
さ
っ
た
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
応
募
点

数
の
少
な
さ
を
寂
し
く
感
じ
さ
せ
な
い
生

き
生
き
し
た
作
品
が
多
く
、
審
査
の
現
場

は
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る

﹁
写
真
映
え
﹂
の
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
強

い
作
品
よ
り
も
、
対
象
に
向
き
合
う
作
者

の
思
い
や
感
情
の
動
き
が
素
直
に
伝
わ
っ

て
く
る
作
品
が
、
今
回
の
主
流
を
占
め
て

い
ま
し
た
。
写
真
を
楽
し
み
、
写
真
を
介

し
て
そ
の
相
手
を
愛
お
し
む
撮
り
手
の
心

の
表
わ
れ
で
し
ょ
う
。
ほ
っ
と
す
る
傾
向

で
す
。

　今
回
か
ら
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
部
門
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
新
し
い
試
み
で
す
が
、

写
真
が
生
か
さ
れ
る
新
し
い
表
現
の
場
で

す
の
で
楽
し
み
で
す
。
ま
だ
、
プ
リ
ン
ト

作
品
と
の
特
性
の
差
が
見
ら
れ
な
い
﹁
写

真
﹂
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
今
後
、
こ
の

分
野
独
自
の
進
化
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

︵
産
業
建
設
課

　小
畑
︶

○【準グランプリ】

　 『雪でも．．．』 s.g.d.t　

◆講評　映画のシーンのような作品。落ち着いたトーン
で奥行き深い味わいを感じます。このご婦人のたしかな
足運びが、雪国に生きる人の人生感の確かさを物語って
いるようです。

○【ひめっ子賞】

　 『晴れの国岡山！新庄村！』 ともさん　

◆講評　今回ピカイチのインスタ映えのする作品です。
レンズワークと光の生かし方が決め手になっています。
太陽を手前の木の幹を使って「小出し」にしたのもキラ
メキを出す効果につながっていますね。おみごとです。

◆講評　まさに干載一遇のチャンスをみごとにとらえた、写真ならではの魅力あふ
れる作品です。おそらくドローンを使った撮影でしょうが、この場、この時をしっ
かり見極めた周到な準備と技術は立派です。

新
庄
村
の
四
季
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

審
査
会

新
庄
村
の
四
季

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

令和３年度
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
部
門
」

Aika　
○【グランプリ】
 　『ご来光と雲海に包まれた道の駅』
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新
庄
村
で
は
２
月
24
日
か
ら
３
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し

た
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
集
団
接

種
と
、
内
科
診
療
所
で
個
別
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
２
月
末
時
点
で
、

２
回
の
接
種
が
終
了
し
た
方
の
半
数

以
上
の
予
約
が
完
了
し
て
お
り
、
順

次
接
種
を
進
め
て
い
ま
す
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
接

種
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
は
住
民
福
祉
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
接
種
を
受
け
た
後
も
、
引
き
続
き

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
・
手
指
の

消
毒
、
３
密
を
避
け
る
な
ど
の
感
染

予
防
対
策
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
有
吉
）

３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種（
追
加
接
種
）が
始
ま
り
ま
し
た

日
に
ち
　４
月
26
日
（
火
）

受
付
時
間
　午
後
２
時
〜
３
時
ま
で

場
　所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
　容
　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

（
視
触
診
は
実
施
し
ま
せ
ん
）

対
象
者
　
40
歳
以
上
の
女
性

自
己
負
担
　
１
０
０
０
円

持
参
物
　
無
し
。
検
診
票
は
当
日
会

場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
若
い
世
代
か
ら
増
え
て

い
ま
す
。
６
月
の
健
康
ま
つ
り
で
は
乳

が
ん
検
診
は
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
、
是

非
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
谷
川
）

　
新
庄
村
に
本
籍
、
住
所
を
有
し
、

資
金
力
が
不
十
分
で
就
学
目
的
を
達

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
力
優
秀
な

学
生
が
対
象
で
す
。

◇
募
集
期
限

　
令
和
４
年
４
月
６
日
（
水
）

◇
必
要
書
類

　
奨
学
生
願
書
、
入
学
証
明
書

　
成
績
証
明
書
、
健
康
診
断
書

　
所
得
証
明
書

◇
お
問
い
合
わ
せ
、
提
出
先

　
新
庄
村
教
育
委
員
会

（
教
育
委
員
会
　
高
岡
）

　
北
海
道
・
東
北
・
関
東
・
近
畿
・
中

国
・
四
国
・
九
州
の
全
国
７
地
域
の
そ

れ
ぞ
れ
一
番
人
口
の
少
な
い
村
が
一
堂

に
会
し
、
情
報
交
換
し
、
発
信
す
る
の

が
「
小
さ
な
村ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
」
で
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
発
足
し
た
サ
ミ
ッ
ト
、

こ
れ
ま
で
４
回
、
そ
れ
ぞ
れ
「
移
住
」

「
都
市
と
の
交
流
」
「
小
さ
な
村
で
で

き
る
教
育
」
「
小
さ
な
村
の
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
庄
村
を
含
め
、
参
加
し
て
い
る

７
つ
の
村
に
は
、
過
疎
化
・
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
と
い
う
共
通
の
課

題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
守
り
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
歴
史
や
文

化
、
そ
し
て
村
民
の
暮
ら
し
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
独
自
の
施
作
を
行
っ
て
お
り
、

お
互
い
刺
激
を
受
け
な
が
ら
切
磋
琢

磨
し
て
い
け
る
サ
ミ
ッ
ト
で
す
。

令
和
４
年
度
は
新
庄
村
で
開
催
し
ま

す
。
今
後
も
加
盟
自
治
体
の
紹
介
や

サ
ミ
ッ
ト
の
テ
ー
マ
な
ど
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
。

（
総
務
企
画
課
　
前
田
）

　
３
月
４
日
（
金
）
に
創
生
セ
ン
タ

ー
に
て
放
送
番
組
審
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
審
議
会
は
、
放
送
番
組
の

適
性
を
図
る
た
め
に
審
議
す
る
も
の

で
あ
り
、
委
員
さ
ん
か
ら
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
放
送
を
は
じ
め
、
告
知
放
送

や
文
字
放
送
の
改
善
点
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
審
議
会
で
検
討
し
た
内
容
に

つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
今
後
の
情
報
発
信
の
あ
り
方
に
つ

　
い
て

②
文
字
放
送
の
内
容
の
改
善
に
つ
い

　
て
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
改
善

し
な
が
ら
放
送
内
容
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。（

総
務
企
画
課
　
稲
田
）

令
和
４
年
度
新
庄
村
育
英
会

　
奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

放
送
番
組
審
議
会
開
催

小
さ
な
村ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
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新
庄
村
に
乗
り
入
れ
路
線
の
あ
る

真
庭
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
　
ま
に

わ
く
ん
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
４
月

１
日
に
ダ
イ
ヤ
改
正
が
行
わ
れ
、
新

庄―

久
世
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
つ

ぎ
の
と
お
り
時
刻
の
変
更
（
赤
字
表

記
）
が
あ
り
ま
す
。

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
ま
に
わ
く
ん

時
刻
変
更
に
つ
い
て

 

時
刻
表
は
３
月
ま
た
は
４
月
広
報

誌
と
と
も
に
各
戸
へ
配
布
し
ま
す
。

　
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

真
庭
市
く
ら
し
安
全
課
（
０
８
６
７

‐

４
２‐

１
０
１
７
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
乗
車
料
金
は
１
回
乗
車
あ
た
り
一
般

（
中
学
生
以
上
）
二
百
円
、
小
学
生
百

円
で
す
。
１
回
分
お
得
な
11
枚
つ
づ
り

の
回
数
券
は
、
新
庄
村
役
場
総
務
企
画

課
に
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

（
総
務
企
画
課
　
岩
佐
）

　
４
月
６
日
（
水
）
か
ら
４
月
15
日

（
金
）
ま
で
の
10
日
間
、
「
令
和
４

年
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
が
県

内
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

４
月
10
日
（
日
）
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
歩
行

者
も
、
自
転
車
利
用
者
も
、
一
人
ひ

と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
ゆ
ず

る
・
と
ま
る
・
ま
も
る
」
を
心
が
け
、

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
ま
た
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
思
い
や
り
　ゆ
と
り
は
無
事
故
へ

　
　つ
づ
く
道
」

○
全
国
共
通
重
点
目
標

・
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の

安
全
の
確
保

・
歩
行
者
保
護
や
飲
酒
運
転
根
絶
等

の
安
全
運
転
意
識
の
向
上

・
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹

底
と
安
全
確
保

○
岡
山
県
の
重
点
目
標

・
横
断
歩
行
者
の
保
護

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

　
令
和
３
年
の
新
庄
村
に
お
け
る
人

身
事
故
は
０
件
、
真
庭
地
域
全
体
で

の
死
亡
事
故
も
０
件
で
し
た
。

　
令
和
４
年
も
引
き
続
き
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
無
事
故
で
一
年
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

（
総
務
企
画
課
　
岩
佐
）

と
き
　
４
月
28
日
（
木
）
午
後
１
時

　
　
　
〜
４
時
（
予
定
）

と
こ
ろ
　
津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン

タ
ー
（
津
山
市
山
下
92

－

１
）

津
山
圏
域
合
同
企
業

　
　
　
　
　説
明
会
開
催

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

対
象
　
①
令
和
５
年
３
月
に
卒
業
予

　
　
　
定
の
新
規
学
卒
者

　
　
　
②
既
卒
３
年
以
内
の
方

　
　
　
③
一
般
求
職
者
　

参
加
企
業
数
　
36
社
（
予
定
）

参
加
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
津
山
広
域
事
務
組
合

℡
（
０
８
６
８
）
２
４

－

３
６
３
３

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
等
で

働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
が
加
入
す

る
健
康
保
険
で
す
。

　
令
和
４
年
３
月
分(

４
月
納
付
分)

か
ら
の
健
康
保
険
料
率
は
、
10
・
18

％
が
10
・
25
％
に
、
介
護
保
険
料
率

は
、
１
・
80
％
が
１
・
64
％
に
変
更

と
な
り
ま
す
。

(

任
意
継
続
被
保
険
者
は
令
和
４
年

４
月
分
保
険
料
か
ら
変
更)

　
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
に
つ
い

て
は
、
毎
事
業
年
度
に
お
い
て
、
都

道
府
県
ご
と
に
地
域
の
医
療
費
等
を

反
映
し
算
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

☎
０
８
６(

８
０
３)

５
７
８
０

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ
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カ
ー
ド
を
、
公
民
館
で
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
図
書
の
貸
し
出
し

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
利
用
者
登
録

申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
そ
の
日
か
ら

貸
し
出
し
が
行
え
ま
す
。

　
公
民
館
図
書
室
、
中
学
校
、
小
学

校
が
保
有
す
る
蔵
書
を
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
Ｗ
Ｅ

Ｂ
上
で
横
断
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
、

ト
ッ
プ
画
面
よ
り
蔵
書
や
新
着
図
書
、

本
の
場
所
な
ど
を
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
小
学
校
、
中
学
校
の
本
を

借
り
た
い
場
合
は
、
公
民
館
職
員
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
職
員
が
取
り

に
行
き
、
準
備
が
で
き
ま
し
た
ら
連

絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
「
新
庄
図
書
館
」
と
検
索

す
れ
ば
、
「
新
庄
村
図
書
館
へ
よ
う

こ
そ
」
の
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
操
作
方
法
が
分
か
ら
な
い

場
合
は
お
気
軽
に
公
民
館
職
員
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
多
く
の
方
の
利
用

者
カ
ー
ド
の
ご
登
録
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

　
４
月
の
風
の
子
文
庫
さ
ん
に
よ
る
、

絵
本
の
読
み
き
か
せ
会
の
日
程
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

3
月
の
納
税

国
保
税
　
　
　
（
10
期
）

納
期
限
　
3
月
31
日
（
木
）

【
開
催
日
時
】

　
　
４
月
13
日
（
水
）
15
時
〜
16
時

　
　
４
月
20
日
（
水
）
15
時
〜
16
時

　
　
４
月
27
日
（
水
）
15
時
〜
16
時

【
開
催
場
所
】

　
　
新
庄
村
公
民
館
　
児
童
図
書
室

　
天
候
や
行
事
等
で
お
休
み
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な

場
合
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
公
民
館
図
書
室
　
多
久
間
）

　
４
月
24
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

場
　所

　
真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　
津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
　
0
8
6
8
･
3
1
･
2
3
6
0

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た

　
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
　
　
②
番

　
を
押
し
て
下
さ
い
。

※

相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す

　
の
で
、
前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本

　
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険

　
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
代
理
の
場
合
は
　
委
任
状

　
が
必
要
で
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

　
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と

　
も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ

　
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
髙
橋
）

●
図
書
室
利
用
者
カ
ー
ド
を
つ
く
り
ま

せ
ん
か
？

　
新
庄
村
公
民
館
図
書
室
の
利
用
者

　
４
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
　時

　
４
月
14
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

お

ら
知

せ

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
４
年
2
月
受
付
分

出
生
届
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
令
和
４
年
2
月
8
日

　
香
山
　
詠
寧
（
翼
・
陽
子
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望
に

つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
高
橋
）

う
た
ね

年
　金
　相
　談

公
民
館
図
書
室
だ
よ
り

http://www.shinjo.sakura.tv/top_index.php
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　〜
春
野
菜
〜

※

旬
の
野
菜
は
栄
養
が
ぎ
っ
し
り

　
春
野
菜
に
は
、
冬
の
寒
さ
を
耐
え
抜

い
て
成
長
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
す
ぐ

れ
た
栄
養
成
分
が
沢
山
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
春
野
菜
に
つ
い
て
一
部
、

紹
介
し
ま
す
。

　
一
年
中
出
回
っ
て
い
る
野
菜
に
も
、

こ
の
時
期
に
し
か
味
わ
う
こ
と
が
で
き

な
い
「
新
」
「
春
」
と
い
っ
た
冠
を
つ

け
て
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
通

年
出
回
る
物
と
比
べ
る
と
柔
ら
か
く
甘

味
も
あ
り
、
み
ず
み
ず
し
い
の
が
特
徴

で
す
。

◆
さ
や
え
ん
ど
う

　
料
理
に
よ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
損
失
も

少
な
い
た
め
、
果
物
以
外
か
ら
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
を
摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
食
材

と
し
て
有
効
で
す
。
花
粉
症
や
風
邪
な

ど
で
粘
膜
を
痛
め
る
こ
と
の
多
い
時
期

に
、
粘
膜
の
炎
症
を
予
防
し
ま
す
。
豆

の
部
分
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
、
Ｂ
２

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
代
謝
の

促
進
、
疲
労
回
復
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◆
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
は
、
さ
や
え
ん
ど

う
の
豆
の
完
熟
す
る
前
の
状
態
（
未
熟

果
）
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
、
Ｂ
２
、

Ｃ
、
亜
鉛
の
含
有
量
は
、
さ
や
え
ん
ど

う
や
え
ん
ど
う
豆
よ
り
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
、
イ
ラ
イ

ラ
を
解
消
し
、
肩
こ
り
や
疲
れ
を
取
り

除
く
の
に
効
果
が
あ
り
、
亜
鉛
は
、
発

育
、
二
次
成
長
、
味
覚
な
ど
に
関
係
し
、

不
足
す
る
と
前
立
腺
の
異
常
、
生
理
不

順
、
脱
毛
、
爪
の
変
形
、
味
覚
異
常
な

ど
の
症
状
が
出
ま
す
。
グ
リ
ン
ピ
ー
ス

に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
加
熱
し

て
も
壊
れ
に
く
い
た
め
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

の
補
給
が
で
き
ま
す
。

◆
ふ
き

　
ふ
き
に
は
独
特
の
ほ
ろ
苦
さ
や
香
り

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
胃
の
も
た
れ
、

食
欲
不
振
を
解
消
し
、
便
秘
を
予
防
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
ん
や
咳
を

鎮
め
、
ぜ
ん
そ
く
や
気
管
支
炎
に
効
果

が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
春
野
菜
を
ど
う
ぞ
お
試

し
く
だ
さ
い
。(

住
民
福
祉
課
　
山
口)

区 分
村　内

１月期
件 数
死 者

軽 傷
重 傷

0
0
0

0件
0人
0人

7
1
0

7件
1人

0 0人 6 6人
0人

本年の累計 １月期

１月期の交通事故発生状況

本年の累計
真庭市内

（総務企画課　岩佐）

お
元
気
で
す
か
？

（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）三

鴨

　浩
子

田
中

　艸
林

大
月

　幸
子

湯
浅

　芳
郎

今
月
の
俳
句

雨
垂
れ
の
隙
間
の
空
や
春
浅
し

蝋
梅
や
甘
き
口
元
わ
が
頬
に

冬
の
月
皓
皓
と
し
て
村
眠
る

看
護
師
の
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
冴
返
る

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
一
緒
に
俳
句
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
）

工事等入札結果

村道舗装補修工事令和4年2月15日 (有)中山重機 令和4年3月31日6,400千円 （7,040千円）
河川災害復旧工事令和4年2月15日 (有)福田工業所 令和4年3月31日2,480千円 （2,728千円）

道路災害復旧工事令和4年2月15日 (有)中山重機 令和4年3月31日3,400千円 （3,740千円）
農地災害復旧工事令和4年2月15日 (有)福田工業所 令和4年3月31日1,410千円 （1,551千円）
林道宮座線災害復旧工事令和4年2月15日 (有)中山重機 令和4年3月31日2,100千円 （2,310千円）
林道田井二ツ橋線災害復旧工事令和4年2月15日 (有)福田工業所 令和4年3月31日4,780千円 （5,258千円）

業　　者　　名 落札価格（契約金額)事　　業　　名入 札 日 工 期

こ
う
こ
う 事

故
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道
の
駅
が
い
せ
ん
桜
新
庄
宿
は
平
成

30
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
か
ら

間
も
な
く
４
年
が
経
過
し
ま
す
。

　(

株)

メ
ル
ヘ
ン
・
プ
ラ
ザ
の
売
上
額
、

来
店
客
数
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

後
か
ら
順
調
に
右
肩
上
が
り
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
が
で

き
な
い
も
の
の
、
生
産
体
制
の
強
化
や

販
路
の
拡
大
か
ら
営
業
利
益
は
順
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
。

　
村
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
ヒ
メ
ノ
モ

チ
を
中
心
と
し
た
麺
や
大
福
餅
等
の
新

商
品
か
ら
、
村
内
加
工
団
体
が
生
産
し

た
商
品
を
積
極
的
に
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
村
内
事
業
者
と
連
携
し
た

新
商
品
開
発
や
、
村
の
食
堂
の
メ

ニ
ュ
ー
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
開
発
し
た
商
品
は
村
外
で
の
販
売
も

強
化
し
て
お
り
、
お
か
や
ま
コ
ー
プ
店

舗
や
、
県
内
道
の
駅
等
の
新
規
得
意
先

と
の
取
引
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
道
の
駅
は
、
村
の
主
力
農
産
物

の
ヒ
メ
ノ
モ
チ
を
村
内
か
ら
Ｊ
Ａ
晴
れ

道
の
駅
が
い
せ
ん
桜
新
庄
宿

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

の
国
岡
山
へ
の
出
荷
量
の
約
３
分
の
２

を
買
い
取
り
、
餅
や
大
福
等
に
加
工
し

て
い
ま
す
。
道
の
駅
で
の
利
用
量
の
増

加
か
ら
買
い
取
り
価
格
の
向
上
に
よ
り
、

ヒ
メ
ノ
モ
チ
生
産
者
の
所
得
の
向
上

に
繋
げ
る
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
今
後
も
道
の
駅
の
取
組
み
に
つ
き
ま

し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
産
業
建
設
課
　
小
畑
）

　
２
月
広
報
誌
に
お
い
て
、
令
和
４
年

度
新
庄
村
行
事
計
画
の
記
事
の
う
ち
、

１
月
２
日
開
催
予
定
の
行
事
名
が
「
成

人
式
」
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
課
　
山
田
）

２
月
広
報
誌
の
訂
正
に
つ
い
て
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み
な
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
一

般
社
団
法
人
新
庄
村
農
業
公
社
で
す
。

春
が
近
づ
い
て
き
て
、
そ
わ
そ
わ
し
ま

す
ね
。
地
区
の
水
路
そ
う
じ
等
で
は
、

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
作
業
す
る
事
が
多

く
、
色
々
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
冬
の
間
に
「
公
社
は

最
近
何
の
作
業
を
し
て
い
る
の
？
」
と

聞
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
や

は
り
冬
の
間
は
、
農
作
業
は
し
て
い
ま

せ
が
、
普
陀
寺
山
の
竹
伐
採
を
し
た
り
、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
営
農

計
画
を
立
て
た
り
、
除
雪
作
業
等
を
し

て
い
ま
し
た
。
他
に
も
、
講
習
会
等
に

も
参
加
し
ま
し
た
。
事
務
作
業
を
す
る

こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
、
事
務
所
に
来

ら
れ
た
方
と
情
報
交
換
も
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
作
付
け
計
画
は
、
水

張
面
積
で
田
ん
ぼ
約
7.4
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
ヒ
メ
ノ
モ
チ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
）、大
豆

29
ア
ー
ル
、
白
ネ
ギ
10
ア
ー
ル
で
す

（
畦
畔
は
含
ま
な
い
）。圃
場
は
、
田
浪
、

大
原
、
田
中
、
梨
瀬
、
鍛
冶
屋
、
宝
田
、

茅
見
で
す
。

　
昨
年
の
農
地
調
整
会
議
で
、
管
理
を

行
う
圃
場
が
増
え
ま
し
た
。
今
年
も
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
の
方
か
ら
、

白
ネ
ギ
栽
培
の
実
践
的
な
知
識
と
、
技

術
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？
興
味
の

あ
る
方
は
、
新
庄
村
農
業
公
社
ま
で
連

絡
下
さ
い
。

　
竹
の
伐
採
等
で
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
っ

て
い
る
の
で
、
津
山
に
講
習
（
伐
木
等

の
業
務
特
別
教
育
）
を
受
け
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
講
習
と
実
技
を
３
日
間
に

わ
た
り
勉
強
し
ま
し
た
。
他
に
も
、
土

地
利
用
型
農
業
研
修
会
や
、
有
機
農
業

の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
等
に
も
参
加

し
ま
し
た
。

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
ロ
ー
ル
（
干
し
草
）
を
引
き
取

る
際
、
処
分
料
と
し
て
、
五
百
円
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
時
か

ら
行
っ
て
い
た
土
壌
分
析
で
す
が
、
令

和
４
年
１
月
よ
り
一
検
体
に
つ
き
千
円

を
費
用
と
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ご
了
承
下
さ
い
。

一
般
社
団
法
人
　
新
庄
村
農
業
公
社

℡
　
４
５―

７
５
０
７

ご
相
談
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で

も
ご
連
絡
下
さ
い
。

あ
な
た
の
そ
ば
に
よ
り
そ
う
チ
カ
ラ

あ
な
た
の
そ
ば
に
よ
り
そ
う
チ
カ
ラ

一
般
社
団
法
人
新
庄
村
農
業
公
社

講
習
会
等
に
も
参
加

令
和
４
年
度
の
作
付
け
計
画

白
ネ
ギ
道
場
参
加
者
募
集
！

お
知
ら
せ
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３
月
は
桃
の
節
句
と
い
う
こ
と
で
、

壁
飾
り
や
お
花
飾
り
な
ど
を
作
っ
て
、

お
部
屋
に
飾
っ
て
い
ま
す
。
新
庄
村

で
は
旧
暦
の
お
ひ
な
祭
り
を
お
祝
い

す
る
の
で
、
そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
、

お
雛
様
と
お
内
裏
様
の
お
人
形
作
り

に
も
励
ん
で
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
春

が
近
づ
い
て
き
て
、
完
成
が
楽
し
み

で
す
。

２
月
の
活
動

21
日
　
第
４
回
役
員
会
（
10
名
）

第
４
回
役
員
会

　
２
月
10
日
に
計
画
し
て
い
た
合
同

会
議
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
規
模

を
縮
小
し
て
役
員
会
と
し
て
事
業
報

告
及
び
令
和
４
年
度
の
補
助
金
申
請

手
順
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
室
内

用
ペ
タ
ン
ク
セ
ッ
ト
を
購
入
し
て
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
貸
し
出
し
で

き
る
よ
う
、
４
セ
ッ
ト
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。

　
ペ
タ
ン
ク
は
コ
ー
ト
を
必
要
と
し

な
い
ス
ポ
ー
ツ
で
、
少
人
数
か
ら
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
梅
雨
時
や
冬
季

間
な
ど
、
隣
近
所
で
誘
い
合
っ
て
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
尚
、

屋
外
用
も
あ
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
新
庄
村
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
令
和
４
年
度
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
村
内
在
住
で
、
概
ね
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。

　
入
会
の
手
続
き
は
、
所
定
の
申
込

書
に
記
入
の
上
、
年
会
費
千
円
を
添

え
て
申
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

　
作
業
や
仕
事
内
容
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
の

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
ご
寄
付
】

２
月
１
日
〜
２
月
28
日

　
新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
香
典
返
し

　
渡
邉
精
一
　
様
　
宮
本
優
子
　
様

　
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　会
員
募
集

さ
く
ら
の
里
の
活
動

社
協
だ
よ
り
理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

　
社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
5
6‐2
0
0
1

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
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　新庄小学校では、総合的な学習の時間などで、地域のボランティアの方々にご協力いただき、
充実した教育活動を行うことができています。
　また、バスの運転や朝学習の丸付け、下校の見守りといった日々の学校生活でも多くの方に
お世話になっています。
　２月15日（火）、お世話になったボランティアの方々に感謝を伝える会を行いました。本来
なら、お世話になった方々を学校にお招きしたいところですが、昨年度に続き児童の発表を録
画し村のケーブルテレビで放映する方法となりました。
　新庄の自然、スキー、ひめのもち、傘踊り、読み聞かせ等々、たくさんの活動について発表
がありました。
　今後も、地域の方々と力を合わせて、新庄を愛し誇りに思える子どもたちを育てていきたい
と考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新庄小学校　熊谷）

本年度もお世話になりました「ボランティアさんに感謝を伝える会」本年度もお世話になりました「ボランティアさんに感謝を伝える会」

　１月１３日（木）の参観日に、１・２年生による「私の主張校内発表会」が音楽ホールで行
われました。平和・仲間・政治・故郷・海ごみ・いじめ等、様々なテーマで堂々と発表できま
した。司会進行も生徒が行い、聴く態度も素晴らしかったです。
　２月７日（月）には、「第３９回中学生による私の主張発表会」が勝山文化センターで行わ
れました。コロナ禍の影響で、代表者のみが参加し、１年生の藤井一輝さん、２年生の安達帆
菜さんが、新庄中学校の代表として発表をしました。
　藤井一輝さんは「白銀のふるさとを守るためには」という題名で、ふるさと新庄を守るため
に身近にできる行動について訴えました。安達帆菜さんは「生きる水」という題名で、大切な
資源の水を守るための節水方法について訴えました。２人とも緊張の中での発表でしたが、自
分の思いをしっかり伝えることができました。
　私の主張発表会で得た経験を、今後の中学校生活に生かしてほしいと思います。

（新庄中学校　小川）

私の主張発表会　～新庄っ子の思い、堂々と～私の主張発表会　～新庄っ子の思い、堂々と～


